
1

1

J

T

O

P

I

-

-

'

 

1
7
r
f
h
'
f
'
;
b

・・
1

・・

6
1
e
a
-

-

I

l

l

-

-

!

l

f

-

L

 

i
!
1
1
6
a
J
E
-
-
I
l
i
-
-
h
i
l
l
j
o
l
l
i
-
-
-

liIlo 

i

-

-

1

0

・・1

t

!

1

 

.

r

f

v

l

e

t

i

-

-

-

d

ゆ

''ORb-tt1・H
f
i
l
e
-
-
f
!

十

-

I

i

l

l

s

-

・
llJqEi咽」
守

1・f
4

1

L

Il---
ー

離
政
し
た
に
よ
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
が
、
老
出
に
一
後
助
十
郎
。
天
保
十
四
年
九

H
朔
同
地
知
一
一
品
七
千
一
二
千
石
の
中
千
五
百
石
を
捌
い
て
弟
多
門
策
貞
に
奥
一
オ
タ
ム
ラ
ナ
ガ
テ
ル
奥
村
長
照
辺
都
小
五
郎
・

し
て
此
く
の
如
き
蛍
別
に
雌
せ
ら
れ
た
の
は
、
前
代
一
石
代
内
千
五
刊
行
民
力
知
〉
を
嗣
ぎ
、
弘
化
元
年
九
周
一
ヘ
、
五
一
向
石
は
之
を
牧
公
せ
ら
れ
た
。
延
従
七
年
十
一
源
次
郎
・
塁
-a衡
門
。
正
徳
二
年
築
制
品
ハ
街
郊
誕
の

未
だ
曾
て
そ
の
例
を
見
ぬ
か
ら
、
上
ド
日
を
鈴
て
た
一
五
日
夜
o
平
年
二
十
。
法
蹴
心
党
院
釣
資
自
性
肘
士
。
一
二
周
廿
一
日
文
一
千
石
を
加
増
せ
ら
れ
、
合
計
一
一
品
一
泊
知
六
刊
行
を
受
け
た
。
事
保
三
年
十
二

M
三
日
夜

と
い
ふ
o
議
L
前
川
軍
政
段
凶
政
治
の
第
一
工
作
で
一
野
山
山
に
・
旅
ら
れ
た
。
一
四
千
五
百
石
ハ
内
千
石
拠
カ
知
)
と
な
り
、
元
線
五
年
一
江
戸
本
郷
三
丁
目
の
火
災
の
節
、
長
左
衛
門
は
加
釘

あ
っ
た
ら
う
o
除
縦
覧
政
二
年
一
方
什
八
日
宥
さ
れ
二
オ
タ
ム
ラ
テ
ル
ト
モ
奥
村
照
知
週
一
勝
目
見
苦
・
溺
一
十
二
周
廿
日
四
十
九
践
を
以
て
夜
。
法
披
滞
光
院
含
一
滞
の
一
番
火
消
と
し
て
附
役
し
、
仙
石
兵
一
郎
灯
火
一
部

三年一一
T
H
腕
H
五
十
八
践
を
以
て
残
し
た
。
法
統
隆
一
兵
衛
o
U
A
は
長
左
衛
門
長
照
。
初
め
大
小
持
組
に
班
一
空
良
照
時
士
。
野
田
山
に
務
ら
れ
た
。
一
と
衝
突
し
て
大
町
時
を
な
し
た
。
次
い
で
九
年
大
小

説
院
不
二
道
肝
肘
士
、
野
川
山
に
狩
ら
れ
た
。
子
伊
一
し
、
従
併
八
年
大
小
将
織
目
よ
り
漸
く
昇
逃
し
て
御
一
オ
タ
ム
ラ
ナ
ガ
ア
キ
ラ
奥
村
議
明
加
賀
滞
の
一
将
棋
円
、
十
二
年
御
先
筒
顕
に
任
じ
、
十
三
年
七

H

助
ハ
後
左
京
悦
直
〉
天
明
五
年
十
二
用
組
矢
内
腕
成
袋
一
服
組
胤
に
一
主
り
、
天
明

.42句
協
を
掃
除
き
凶
門
を
一
老
臣
奥
村
氏
宗
家
の
第
二
代
。
永
縞
の
嫡
男
。
永
隊
十
一
十
五
日
五
十
一
援
を
以
て
夜
じ
た
。

の
治
跡
六
千
百
を
裂
い
で
そ
の
紺
を
級
持
し
た
ω

一
命
ぜ
ら
れ
、
六
年
十
月
御
施
、
寛
政
六
年
二
月
朔
七
一
一
年
局
混
荒
子
に
生
ま
る
。
泊
構
助
十
郎
・
織
部
。
天
一
オ
タ
ム
ラ
ナ
ガ
ト
ミ
奥
村
一
氷
結
加
到
滞
の
老

オ
タ
ム
ラ
タ
ダ
ヨ
リ
奥
村
忠
順
泌
総
一
助
六
郎
二
十
一
丸
山
械
を
以
て
間
伐
し
た
。
一
正
十
二
年
祭
明
十
七
歳
で
米
森
を
守
り
、
佐
々
成
政
一
阻
奥
村
氏
の
家
制
。
姓
は
中
。
そ
の
先
筑
前
に
在
つ

縄
正
。
点
平
三
年
父
又
十
郎
の
後
を
裂
い
で
千
七
一
向
一
オ
タ
ム
ラ
テ
ル
ミ
チ
奥
村
議
温
加
賀
滞
の
老
↑
の
箪
を
撃
退
し
、
十
八
年
関
東
の
役
に
従
ひ
、
殴
長
元
一
て
稿
留
氏
を
稽
し
、
後
一
尼
…
般
の
奥
村
を
領
し
て
奥
村

石
を
領
し
、
事
保
十
四
年
御
録
用
場
事
行
に
任
じ
、
一
臣
奥
村
民
宗
家
の
第
十
一
一
一
代
。
貨
は
支
家
奥
村
左
京
一
年
従
五
位
下
河
内
守
に
叙
任
せ
ら
れ
、
同
年
文
永
扇
一
氏
に
改
め
た
o
天
文
十
年
尾
張
消
洲
に
生
ま
る
o
諮

寛
延
三
年
七
十
四
践
を
以
て
残
し
た
υ
忠
順
字
は
一
賀
直
の
八
男
。
文
化
九
年
七
万
二
十
日
出
生
。
幼
名
一
の
致
仕
に
よ
っ
て
隊
六
千
六
百
五
十
石
を
誤
ら
れ
、
一
一
都
助
十
郎
・
助
右
衛
門
。
初
詩
家
稿
。
永
繭
初
め
前
凶

艇
信
。
一
宇
は
仰
苑
、
税
強
又
は
竹
撲
と
蹴
L
、
単
一
小
典
之
助
、
後
・
織
人
・
助
右
衛
門
。
初
部
従
之
・
美
樹
。
一
先
に
領
す
る
こ
千
石
を
併
せ
、
叉
別
に
利
家
か
ら
一
一
一
利
春
及
び
そ
の
子
利
久
に
仕
へ
た
が
、
永
隊
十
二
年

を
好
み
て
室
門
七
才
の
一
に
蚊
へ
ら
れ
た
が
、
利
付
賦
一
弘
化
元
年
十
一
周
二
日
祭
親
の
末
期
養
子
と
し
て
治
一
千
石
を
奥
へ
ら
れ
た
o
五
年
一
懇
話
肢
の
役
に
功
が
あ
一
織
間
信
長
の
命
に
よ
っ
て
、
利
久
の
弟
利
家
が
そ
の

は
未
だ
佳
な
る
も
の
を
凡
ぬ
。
和
歌
に
黙
っ
て
は
甚
一
知
一
瓜
七
千
石
代
内
千
五
円
行
県
力
知
)
を
縞
ぎ
、
安
一
・
り
、
戦
後
二
千
石
を
加
賜
せ
ら
れ
、
又
大
坂
隔
役
に
一
統
を
捜
ぐ
に
及
び
、
直
に
除
を
僻
し
て
流
浪
し
た
。

だ
之
を
務
く
し
た
o

一
政
一
二
年
十
二
局
十
六
日
従
誠
一
似
下
河
内
守
に
叙
任
一
従
う
て
、
元
和
一
元
年
千
石
を
質
せ
ら
れ
、
是
に
主
・
り
一
時
に
年
サ
九
o
後
天
正
元
年
籾
合
務
焼
討
伐
の
際
私

オ
タ
ム
ラ
タ
ロ
ザ
Z

モ
ン
奥
村
太
郎
左
衛
門
一
し
、
後
文
久
二
年
十
H
A
什
一
日
伊
操
守
と
改
め
た
。
一
て
隊
一
総
計
一
高
コ
一
千
六
百
五
十
石
と
な
っ
た
。
策
明
一
に

mm利
家
の
箪
に
加
っ
て
迭
に
之
に
仕
へ
、
三
年

前
倒
利
治
に
仕
へ
、
二
百
五
十
行
を
党
け
、
山
尚
治
・
苅
一
元
治
元
年
前
川
開
催
峨
上
一
橋
の
際
・
之
に
供
挙
し
、
七
周
一
最
も
射
技
に
精
し
〈
、
元
和
元
年
光
高
の
生
誕
す
る
一
五
局
長
篠
の
役
に
従
ひ
、
九
月
一
越
前
川
町
中
に
移
・
り
、

年
夜
。
子
孫
制
綴
い
で
務
に
仕
へ
た
o

一
十
九
日
の
鑓
乱
に
共
を
率
ゐ
て
仙
制
御
所
を
街
。
、
一
に
常
h
y
、
命
を
受
け
て
鳴
弦
聾
目
の
授
を
行
ひ
、
誠
一
一
白
石
を
受
け
、
後
漸
〈
封
を
増
し
、
十
年
七
倍
に
在

オ
タ
ム
ラ
テ
ル
シ
ゲ
奥
村
欝
滋
加
到
滞
の
老
一
率
先
端
力
叡
感
斜
な
ら
ざ
る
を
以
て
後
に
白
布
を
賞
一
後
来
世
佳
例
と
な
る
。
六
年
五
周
二
十
日
卒
す
る
時
一
り
て
行
動
山
攻
躍
に
従
ひ
、
十
一
日
ヰ
四
用
利
家
の
金

臣
奥
村
氏
宗
門
家
の
第
十
凶
代
。
築
地
の
嫡
封
。
諮
永
一
賜
せ
ら
れ
‘
明
治
元
年
十
M
十
二
日
河
内
守
に
復
し
二
享
年
五
十
三
。
法
説
清
裳
院
築
山
久
突
時
士
、
野
出
一
揮
に
特
ず
る
に
及
び
、
五
月
末
森
の
守
狩
を
命
ぜ
ら

六
年
九
刃
七
日
出
生
υ
泊
濡
義
十
郎
o
明
治
二
年
五
一
十
二
周
執
政
に
任
じ
、
二
年
五
周
溢
老
し
て
竹
腕
随
一
山
に
鰐
ら
れ
た
。
一
れ
、
十
二
年
九
舟
佐
々
成
政
の
攻
附
を
焚
け
た
が
之

用
廿
七
日
父
の
泡
老
に
よ
っ
て
知
行
一
瓜
七
千
.b
一
と
群
し
、
十
年
…
一
一
旦
一
一
十
日
六
十
六
践
を
以
て
夜
。
一
オ
タ
ム
ラ
ナ
ガ
キ
ヨ
奥
村
幾
清
加
賀
務
の
老
一
を
醗
滋
し
、
功
に
よ
っ
て
感
拭
及
び
利
家
者
用
の
巾

ハ
内
千
五
百
.b県
力
知
)
を
裂
い
だ
が
、
後
隣
滞
に
曾
一
野
川
山
に
弾
。
、
純
局
院
策
泌
竹
翁
防
士
と
越
せ
ら
一
臣
奥
村
氏
宗
家
の
第
四
代
。
祭
政
の
嫡
男
。
麗
長
十
一
円
・
太
万
に
mm
印
を
添
へ
て
賜
は
っ
た
。
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